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	発表演題名
	散発下痢症患者由来大腸菌において検出頻度が高いフルオロキノロン耐性
O25 － 福井県

	発表雑誌名
	病原微生物検出情報　Vol.29  No.3
　　事務局　国立感染症研究所　感染症情報センター

	発表者名
	石畒　史、山崎　史子、村岡　道夫（保健衛生部細菌研究グループ）

	掲載時期
	平成２０年３月

	発表内容
	　福井県では1997年～2007年に、フルオロキノロン耐性株が散発下痢症患者由来大腸菌530株中84株（15.8％）確認され、そのうちの73.8％が2種類の血清型で占められた。すなわち、O153の44株中20株（45.5％）およびO25の143株中42株（29.4％）で確認され、その他の血清型では343株中22株（6.4％）であった。中でも、O25：H4は近年高率に確認されるようになり、今後の動向に注意する必要がある。



